
令和７年度 学校関係者評価 

５ 中野立志館高等学校 全日制 

 

【評価の基準】 

（Ａ：達成できた、Ｂ：ほぼ達成できた、Ｃ：改善の余地がある、Ｄ：相当の改善を要す、Ｅ：わからない） 

評価項目 評価の観点 
評価（％） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

今年度の重点目標 本年度の重点目標は、生徒の実態と保護者や地域の願い

を踏まえた妥当なものだったでしょうか 
20 60   20 

組織の連携 全職員共通意識の下に各課題に取り組むことができた

でしょうか 
40 60    

情報の共有・発信 地域の方や中学生に総合学科高校としての本校の教育

活動や魅力を伝えることができたでしょうか 
80    20 

学力の向上 学力向上に向けた指導は充実していたでしょうか 
20 60   20 

進路実現のための

指導体制の充実 

生徒一人ひとりの進路実現のための個々に応じた指導

を十分に行うことができたでしょうか 
40 40   20 

キャリア教育推進 

科目選択に対する

支援の充実 

インターンシップや「産業社会と人間」等を通して、キ

ャリア教育を十分に行うことができたでしょうか 60 20 20   

生徒支援の充実 挨拶や身だしなみ、時間厳守等の指導により、生徒は基

本的な生活態度を身につけたでしょうか 
40 40 20   

人権を尊重する態度、社会規範意識を向上させることが

できたでしょうか 
20 40   40 

生徒会活動の支援 生徒が主体的に活動できるように支援できたでしょう

か 
60 40    

クラブ活動の充実 クラブ活動を通して心身の育成や充実した学校生活を

送れるように支援することができたでしょうか 
20 60 20   

図書館・視聴覚係

の運営の充実 

生徒が主体的に進路を選択するための資料を収集する

ことができたでしょうか 
20 40   40 

健康で住みよい学

校づくり 

学校全体の健康管理を進めることができたでしょうか 
80    20 

資源のリサイクル

化の推進 

資源物のリサイクルを進めることができたでしょうか 
80    20 

同窓会の充実 生徒の学習・クラブ活動の支援を図り、同窓会事業が充

実したものとなったでしょうか 
60 20   20 

教職員と保護者お

よび地域の連携を

深めるＰＴＡ活動

の推進 

教職員と保護者とが連携して積極的なＰＴＡ活動を進

め、地域に貢献することができたでしょうか 
80  20   

 

 

 

 

 

 

 

 



【今年度の重点目標】 

〇保護者や地域住民からの意見や要望を積極的に取り入れたかはわからない。 

〇学習成果発表会や学校評議員会での生徒発表から妥当性は感じますが、保護者等の願いはあくまでも現状

に限定されたものとなっていると思います。生徒の 10年後、20年後を考えてほしい。 

〇地域との連携を更に進めてほしい。 

 

【組織の連携】 

〇校長先生を中心にできていたと思う。 

〇全般としては順調に進んだと思われますが、一部に対応の誤りがあったようなので連携の再確認をお願い

します。 

〇多様な課題を共有し努力してほしい。 

 

【情報の共有・発信】 

〇伝える場がないと思う。 

〇ホームページや学校行事、北信ローカルや SBC ラジオでもコマ製作の様子が放送されているのを耳にしま

した。体験入学や授業公開などで、大勢の方に学校の様子や魅力を発信できたと思います。 

〇様々な活動により学校の理解は進んでいるようですが、総合学科を印象づけるインパクトが欲しい。 

〇総合学科の特徴を更に進めてほしい。 

 

【学力の向上】 

〇中野西校と統合するにあたり、改善の余地があると思う。 

〇探究的な学びを通して、その次の段階に進みたいと生徒が感じる仕掛けがあればと思います。学びのヒント

があっても、それを膨らませ切れていないように感じます。 

〇将来の目標に向けた指導の充実を望む。 

 

【進路実現のための指導体制の充実】 

〇担任の先生は親身になってやってくれたと思う。 

〇生徒一人ひとりに、寄り添われた指導がされていると思います。課題として自ら動けない生徒、受け身の生

徒が増えているとありますが、今後も取りこぼしがないよう取り組まれていってほしいと思います。 

〇どのような指導がされているか具体的に知るすべがありません。進路実績だけでは本質的なものはわかり

ません。 

〇先生の増員と個々に対応した指導をお願いしたい。 

 

【キャリア教育推進科目選択に対する支援の充実】 

〇生徒全員にできていたかわからないが、できていたのではないかと思う。 

〇「将来の職業」、「進路を選択」に向けて、学校内では学ぶことができない体験をすることで、地域や社会を

知り、働くことや自分の将来像について考える機会になっていると思います。 

〇職場体験は就職希望の生徒だけではなく、全生徒にお願いしたい。企業等は人材不足に陥っており、インタ

ーンシップの受入れに前向きなのでは。 

〇目標を持たない生徒へのフォローをお願いしたい。 

 

【生徒支援の充実】 

〇改善の余地があると思う。 

〇校内ですれ違った時や、志輝祭、ボランティア活動中など会釈や元気よく挨拶してくださる生徒さんも多い

です。なかなか初対面の方に挨拶するのは少し抵抗があるかもしれないので、まずは大人から声を掛けてあ

げると返してくれるかなと思います。 

〇生徒アンケートからはなかなか厳しい意見も出ていました。生徒の皆さんには、すべての人の人権を尊重で

きる大人に育ってほしいと願います。 

〇昨年度よりも挨拶をしてくれる生徒が減ったような気がします。身だしなみは向上しているのかな。 

〇いじめ、不登校とかに表われるのでしょうが、表面的な数値だけでは実情は読み取れません。ネットリテラ



シーの獲得は極めて重要です。 

〇身だしなみが大事。 

 

【生徒会活動の支援】 

〇中野西校と統合に向けてできていたと思う。 

〇文化祭での中野西高校、南宮中学校とのコラボやボランティアの参加など、皆さんが自主的に活動してくだ

さることで、地域の方々も元気を分けていただいているので、今後も力を貸してほしいです。 

〇生徒の自主性が志輝祭等で発揮されている発表がありましたが、更に探究的な方向への誘導も必要ではな

いでしょうか。 

〇志輝祭頑張ってほしい。 

 

【クラブ活動の充実】 

〇施設の老朽化の対策を PTA予算ではなく、県の予算で対応してほしい。 

〇途中でクラブをやめられてしまう方が、やや多かったとのことで残念に思います。生徒アンケートの意見を

取り入れながら、少しでも加入率が増えればと思いました。 

〇特定の部活が活躍する姿は見えるのですが。 

〇クラブ活動への加入促進に期待。 

 

【図書館・視聴覚係の運営の充実】 

〇公開授業の時に、図書館を見学させていただきました。利用される生徒さんが増えることを願っています。 

〇資料の収集はスマホでが主流では。紙の文献も大切なのですが。読書習慣、図書の貸し出しはどうなってい

ますか。 

 

【健康で住みよい学校づくり】 

〇学校と家庭が協力し合い、今後も引き続き健康管理を進めてくださればと思います。夏場はクーラーの設置

されていない教室等もあるとのことで自己管理に気をつけてほしいと思います。 

〇各種取り組みが進められているようです。 

 

【資源のリサイクル化の推進】 

〇係や清掃分担の先生方だけでの負担にならないように、今後も学校全体で環境美化・整備に取り組み、また

学校以外の場でも当たり前に行動できるように努めてほしいと思います。 

〇資源分別に取り組みが行われているのが見てとれます。将来資源循環に積極的に行動する素地になってほ

しいものです。 

 

【同窓会の充実】 

〇同窓会が果たしている役割には大きなものがありますが、巨大組織ゆえの悩みもあると思います。 

 

【教職員と保護者および地域の連携を深めるＰＴＡ活動の推進】 

〇活動の縮小により交流が少なくなり、地域との関わりもないと思う。 

〇小学校と異なり PTA 活動への参加は限定的なのでしょう。今後の進むべき方向を検討する必要も出てくる

のでは。 

 

【全般】 

〇先生方一人ひとりの頑張りに脱帽です。 

〇校長先生を中心に学校運営に心を砕いておられ、生徒の支援・指導に当たっておられる様子が見られます。

先生方も生徒・保護者との信頼関係を大切に配慮されている姿が見られます。様々な生徒と日々接しておら

れ、ご苦労があると思います。１～３年後には社会に出ていくため、心理面での成長を考え、大人としての

接し方を多く取り入れても良い時期かと思います。 

〇体験入学や公開授業等により、総合学科ならではの魅力をこれからも伝えていってほしいと思います。中野

立志館高校の生徒の皆さんがボランティア活動に加わり、活躍してくださることにとても感謝しています。



これからも地域の方々と交流を深め、高校生の力で中野市を元気にしていってほしいです。 

〇中野西高校との統合に向け、懇話会での議論も進められてきていますが、両校の生徒が共同の取り組みを始

めていることは評価できます。今後、新校のコンセプトが明確になる中で、そうした活動が新校のコンセプ

トに合致した取り組みとなりますことを期待します。進学に向けた生徒の支援では、同窓会にでも協力を要

請し、様々な分野で活躍する OB の姿を紹介する、あるいはボランティアで受験指導に携わってもらうなど

が考えられます。ご一考を。 

〇いじめのないように指導してほしい。 

 


